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私
た
ち
は
『
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
』
『
食
改
さ
ん
』
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い

る
団
体
で
、
正
式
に
は
『
宇
多
津
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
』
と
い

う
名
称
で
す
。「
私
た
ち
の
健
康
は
、私
達
の
手
で
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
生
活
の
定
着
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
国
１
４
１
１
の
自

治
体
で
約
17
万
人
の
会
員
が
活
動
し
、
宇
多
津
町
で
は
平
成
28
年
度
現

在
48
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
11
月
23
日
の
『
健
康
ま
つ
り
』
で
は
、
適
塩
な
味
噌
汁
の
試
飲

や
理
想
的
な
朝
食
の
展
示
、
一
日
に
必
要
な

野
菜
量
の
計
測
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
小
学
生
や
未
就
園
児

の
親
子
を
対
象
に
『
親
子
料
理
教
室
』
を
行

い
、
幼
児
期
か
ら
の
食
育
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
親
子
で
楽
し
く
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
子
ど
も
も
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
、

ピ
ー
ラ
ー
や
包
丁
な
ど
を
使
い
、
気
を
つ
け

な
が
ら
調
理
し
ま
す
。
「
ワ
ク
ワ
ク
し
て
楽

し
か
っ
た
」
と
毎
年
参
加
し
て
く
れ
る
親
子

も
い
る
ほ
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
75
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
し
た
『
ふ
れ
あ
い
交
流
会
』
も

高
齢
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
に
は
今
ま
で
の
活
動
を
認
め
ら
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
の
団
体
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
一
層
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

一
般
の
方
を
対
象
に
『
い
き
い
き
栄
養
教
室
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は「
み
な
さ
ん
の
声
」

で
交
通
安
全
指
導
員
さ
ん
に

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写

真
を
撮
る
た
め
に
早
起
き
を

し
て
約
束
の
時
間
よ
り
早
め

に
着
い
た
の
で
す
が
、
す
で

に
お
二
人
と
も
来
ら
れ
て
い

て
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
え
だ
す
と
、
体
を
張
っ

て
横
断
さ
せ
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
に
は
歩
道
か
ら
あ
ふ
れ
る

子
ど
も
た
ち
を
並
ば
せ
る
の

に
も
ひ
と
苦
労
。
に
こ
や
か

に
挨
拶
を
し
な
が
ら
、
命
を

守
っ
て
く
だ
さ
る
姿
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
西
本
　
祐
子

親子料理教室で包丁を使う子どもたちお父さんも手際よく…。男性料理教室にて

「
交
通
安
全
指
導
員
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ん
の
声

うたづ議会だより
2017
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今年度の目玉施策
　　　   「オッ☆ペンキッズ」
元気ななかま「食生活改善推進協議会」
みなさんの声「交通安全指導員さん」　　　  

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

24

23

24

２

し
ょ
っ
か
い

り
っ
し
ょ
う

　
入
学
式
か
ら
少
し
時
間
も
過

ぎ
ま
し
た
が
、
新
入
生
の
み
な

さ
ん
は
学
校
に
は
慣
れ
た
で
し

ょ
う
か
。
私
た
ち
交
通
指
導
員

６
名
は
町
長
よ
り
任
命
さ
れ
、

交通安全指導員

玉井　真之さん

毎
月
数
回
２
名
１
組
で
町
内
７
か
所
に
立
っ
て
交
通
安
全
指

導
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
定
例
会
を
開
き
、
そ
の
月
の

立
哨
（
交
通
当
番
）
予
定
や
重
点
項
目
、
交
通
安
全
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回
の
町

主
催
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す
る
ほ
か
、
年
度

末
に
は
町
内
の
幼
稚
園
や
保
育
所
に
出
向
き
、
交
通
安
全
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
員
一
同
、
町
内
の
み
な
さ
ん
と

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
早

や
二
十
数
年
。
就
学
前
の
園
児

の
交
通
安
全
教
室
や
春
秋
の
交

通
安
全
週
間
に
参
加
し
、
毎
月

シ
フ
ト
に
沿
っ
て
午
前
７
時
〜

８
時
の
通
学
時
に
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ご
存
知
の
よ
う
に
香
川
県
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
ク
ラ
ス
の
交

通
事
故
の
多
い
県
で
す
。ま
ず
、「
信
号
を
守
ら
な
い
」「
車

間
距
離
が
短
い
」「
方
向
指
示
を
出
さ
な
い
か
、出
す
の
が
遅

い
」「
な
が
ら
運
転
」な
ど
な
ど
気
づ
い
た
こ
と
を
上
げ
れ
ば

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
宇
多
津
で
は
特
に
自
転
車
の
マ
ナ
ー

も
悪
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
も
一
人
一
人
が
常
に
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

交通安全指導員

小川 　洋子さん

中央保育所入所式　中央保育所入所式　
「今日から一緒に遊
ぼうね。」と年長
さんが歌やダンス
で歓迎しました。

「今日から一緒に遊
ぼうね。」と年長
さんが歌やダンス
で歓迎しました。
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今
年
度
の
目
玉
施
策

今
年
度
の
目
玉
施
策

元気創造
 これからも自立する町うたづ
  「町民ファーストのまちづくり」

元気創造
 これからも自立する町うたづ
  「町民ファーストのまちづくり」

子育て世帯の経済的支援と子どもの出生率アッ
プのため、チャイルドシート、ジュニアシー
ト、ベビーカーなどの育児用品を社会
福祉協議会で1年間無料で貸し出

します。（更新可能）

新都市の遊歩道などではウォーキングをする
人も多いので、軽いストレッチやトレーニ

ングができるような健康遊具を
設置します。

宇多津中学校の外壁がはく離しており　
一部中庭に落下していて危険なので

早急に補修します。

宇多津幼稚園の子ども用トイレを改修し
ます。新たに預かり保育をするため
に、流し台を設置します。

社会資本総合整備事業（旧まちづくり交付金事業）
により、引き続き旧町内の道路整備事業
を行います。今年度は浜町、伊勢町、

田町などの道路整備です。

改修は空き家バンクに登録されている物件で
住宅用と起業用の補助金があります。
除去は災害時に危険性がある住宅に
対して国の基準で判断をする

補助金があります。

乳児検診で「聴覚スクリーニング検査」を
実施します。新生児の聴覚異常は早期に
発見できれば、療育によりその影響
を最小限に抑えることが期待

できます。

育児用品
レンタルサポート

公園などに
健康遊具の設置

新生児の聴覚検査

中学校の外壁補修
　　　　（補正予算）

幼稚園の改修

古街エリアの道路整備

空き家の改修や
除去に補助金
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件

平成28年度一般会計補正予算（第6号）

平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

平成28年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成28年度はなの森墓地公苑整備事業特別会計補正予算（第１号）

平成28年度水道事業会計補正予算（第１号）

平成29年度一般会計予算

平成29年度国民健康保険特別会計予算

平成29年度介護保険特別会計予算

平成29年度後期高齢者医療特別会計予算

平成29年度下水道事業特別会計予算

平成29年度はなの森墓地公苑整備事業特別会計予算

平成29年度水道事業会計予算

個人情報保護条例の一部改正

個人番号の利用と個人情報の提供に関する条例

職員の勤務時間・休暇などに関する条例

職員の育児休業などに関する条例

税条例の一部を改正する条例

農業委員会 委員候補者選考委員会設置条例の制定

町道路線の認定

香川県市町総合事務組合の財産処分

香川県中部広域競艇事務組合規約の一部変更

固定資産評価審査委員会 委員の選任

宇多津町議会基本条例の一部改正

同
意
発
議

議
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西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

大松 喜次郎 議長 

　
災
害
時
に
備
え
、
緊
急
物
資
備
蓄
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
広
域
避
難
所
へ
の
食
料
や

飲
料
水
な
ど
の
備
蓄
物
資
を
整
備
す
る
。
平

成
27
年
度
か
ら
計
画
的
に
備
蓄
し
、
29
年
度

で
整
備
が
完
了
す
る
。

（
４
１
０
万
円
）

平成29年

第１回定例
会平成29年

第１回定例
会

災
害
に
備
え
る
物
資
の
購
入
事
業

　
月
１
回
程
度
、
町
内
の
施
設「
陽
だ
ま
り
」

を
利
用
し
て
食
事
提
供
を
行
う
。
事
業
は
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
子
ど
も
は
１
回

100
円
、
大
人
は
400
円
く
ら
い
を
考
え
て
い
る
。

今
回
の
事
業
で
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
な
ど

の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
居
場
所
提
供
は
し
な
い

が
、
お
も
に
親
の
就
労
相
談
や
子
ど
も
の
学

習
支
援
な
ど
を
行
う
。

（
36
万
円
）

子
ど
も
食
堂
事
業

　
火
災
な
ど
災
害
時
の
消
防
資
機
材
強
化
の

た
め
、
平
成
６
年
度
に
購
入
し
た
第
２
分
団

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
耐
用
年
数
が
き
た

た
め
買
い
替
え
る
。

（
２
１
０
０
万
円
）

消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
事
業

　
平
成
28
年
度
に
「
創
業
支
援
計
画
」
を
策

定
。
町
と
商
工
会
や
金
融
機
関
な
ど
と
の
連

携
窓
口
を
新
た
に
設
置
す
る
。
創
業
希
望
者

や
創
業
者
の
相
談
な
ど
の
支
援
体
制
を
整
備

し
創
業
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
新
規
創
業
者
の
創
業
経
費
に

対
し
補
助
を
す
る
。

（
1
1
0
万
円
）

創
業
支
援
事
業

防災訓練での非常食の試食

異世代交流を目的にした子ども食堂

保健センター４階　仮議場で本会議を行った

　
平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
を
３
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の
11
日
間
開
催
し
、
議
案
23
件
、

同
意
１
件
、
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
議
案
は
委
員
会
付
託
し
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

本
会
議
で
は
原
案
を
す
べ
て
可
決
お
よ
び
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
３
月
８
日
と
９
日
に
行
い
、
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
回
の

定
例
会
も
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
中
の
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
な
ど
を
使
用
し
ま
し
た
。
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平
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算

平
成
29
年
度
予
算

「稼げる自治体」を目指し　　教育や観光振興を増額
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衛生費
8%

公債費
7%

歳出
民生費
34%

総務費
15%

教育費
14%

土木費
12%

消防費
4%

商工費
2%

農林水産費
2% 議会費・諸支出金ほか

2%

※これはあくまで参考例です。

今年の予算を家計簿にしてみました

食費
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項　目
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説　明 金　額
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ローン
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7%

使用料など
3%
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1％
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財産収入
3％

町債
6％
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平成29年度
一般会計予算
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

町
政
を
問
う

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

ふるさと納税が激増

ふるさと納税

総務課

総務建設常任委員会

Q 　今年度は補正を組むほど増えたと
いうことだが、その要因は。

A 　納税額を増やすために専門のサイ
トと契約し、返礼品などのラインナ
ップを増やした。昨年度58万円だ
ったものが、今年度は12月現在で
6000万円を超えている。最終的
には7000万円ほどになると見込
んでおり、返礼品のための補正予算
を組んだ。

県外からの移住

まちづくり課

Q 　新婚世帯住宅補助事業に、県外か
らの移住に対して上乗せするが、何
世帯あったのか。

A 　新婚世帯家賃補助事業の対象世帯
のうち、県外からの移住は３世帯だ
った。

アートアワード

まちづくり課

Q 　平成28年度は実施しないようだが、
隔年開催になったのか。

A 　29年度は公募と審査を行い、30
年度に展覧会を開催する予定。
　ビエンナーレ（２年毎）や瀬戸芸
のようなトリエンナーレ（３年毎）
にするのか関係者と協議していく。

住民生活課

資源ごみ収集場所にカメラ
　資源ごみの収集場所に防犯カメラ
を設置したと聞くが、効果は。

　犯罪率の高いところや自治会から
の要望を受けて防犯カメラを設置し
たところ、効果がでている。ただし、
賛否両論があるので今後検討する。

Q

A

「こめっせ」の管理

まちづくり課

Q 　「こめっせ」は利用者が掃除する
ことになっているが、しない団体もあ
り、トイレなどはかなり汚れているが。

A 　職員も掃除をしているが、汚れが
目立ってきているため、美装するこ
とも検討したい。

「古街の家」の収支

まちづくり課

Q 　古街の家の収支はどうなのか。

A 　１月時点の売り上げは650万円
あり、前年度の利用を考慮すると、
年度末には730万円くらいの売り上
げが見込まれる。委託料500万円、
寝具のレンタル料などで支出が700
万円ほどに
なるので、
収支はプラ
スになると
思われる。

平成相聞歌
  10周年の計画

町政を問う

教育民生常任委員会・避難所運営マニュアルの策定は
・子育て支援に「うたづ版ネウボラ」を

・災害備蓄品の管理分散化
・医療費控除の特例は

・校務支援員の継続は
・細川・松平家が取り組んだ漁業奨励
・政府と本町の予算編成

・ワンストップサービスの導入を
・新婚世帯家賃補助制度、その後は
・国保名義で性同一性障害への配慮を

・大災害時の福祉避難所の対応策は

・人口増加の南部地域に公園新設を

・プレミアムフライデーの実施を
・野良犬えさやリ撲滅ゾーン設置は
・鴨田川改修工事の進展は

・街並み景観と空き家対策
・「うたづアートアワード」の今後

（一般質問の件名）

西本　祐子

柴村　賢三

宮本　　隆

青木　義勝

藍川佳津樹

大黒　一也

港　　一紫

井上　弘治

放課後クラブの時間
Q　以前、放課後児童育成クラブの夏休
みの開始時間についての一般質問で、
早く来た子どもが担当のシルバーさん
と一緒に外で待たされているというこ
とがあったが。

A　その後実態調査をし、開始時間を
30分早め、室内に入れるようにした。

生涯学習課

生涯学習課

平成相聞歌10周年
Q　平成28年度は事業がスタートして
10年目ということで幼児や小学生か
ら俳句の募集をしたが、10周年の来
年度はどうするのか。

A　来年度も幼児と小学生から俳句を
募集するほか、中学生からも募集する。
また、記念誌の発行を考えている。

要介護１が増えている

保健福祉課

Q 　要支援１､２および要介護１の人
数が増えているのはなぜか。

A 　高齢化にともない、要介護認定者
数は増えているが、要介護２～５は
横ばいである。これらのことから、
要介護１で留まっている人が多いと
考えられる。介護予防体操教室やま
んでがん体操の成果が表れてきたの
ではないかと思われる。今後も注視
していきたい。

第10回　子どもの優秀作品の表彰式

古街の家

次々と子どもたちが帰ってくるキッズプラザ
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問問

谷
川
町
長

問 一
般
質
問

一
般
質
問

笠
井
税
務
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

谷
川
町
長

松
本
水
道
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
町
内
に
空
き
家
が
増
え
、

街
並
み
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
。
空

き
家
は
町
内
あ
ま
ね
く
あ
る
が

歴
史
を
醸
し
だ
す
旧
こ
ん
ぴ
ら

街
道
に
ま
ず
着
目
す
べ
き
。
町

は
景
観
条
例
の
規
制
で
、
住
民

に
は
景
観
保
持
に
協
力
を
要
請

し
な
が
ら
、
行
政
は
景
観
崩
壊

に
対
し
て
何
の
手
立
て
も
打
た

な
い
の
で
は
、
条
例
の
本
来
の

趣
旨
に
も
と
る
。
国
策
の
税
制

以
上
に
わ
が
町
で
は
景
観
醸
成

と
い
う
高
度
な
施
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
「
う
た
づ
ア
ー
ト
ア
ワ
ー

ド
事
業
」の
募
集
、審
査
な
ど
の

日
程
が
聞
こ
え
て
来
な
い
が
、

何
ら
か
の
方
向
転
換
が
な
さ
れ

た
の
か
。

　
私
は
、常
「々
身
の
丈
行
政
」

を
標
榜
し
て
お
り
、
内
心
で
は

街
並
み
景
観
と
空
き
家
対
策

花
壇
育
成
な
ど
の
固
定
資
産
に
対
す
る
税
の
減
免
は
難
し
い
／
税
務
課
長

青木　義勝　議員藍川  佳津樹　議員

「
う
た
づ
ア
ー
ト
ア
ワ
ー
ド
」
の
今
後

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、
よ
り
良
い
事
業
に
し
て
い
く
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
空
き
家
増
加

や
景
観
の
保
全
対
策
は
重
要
な

課
題
な
が
ら
、
税
の
減
免
は
公

平
性
の
観
点
か
ら
「
例
外
的
に

不
公
平
な
扱
い
を
正
当
化
す
る
」

こ
と
に
留
意
し
、
厳
正
な
判
断

を
必
用
と
す
る
。
町
税
条
例
で

も
「
貧
困
世
帯
で
公
私
の
扶
助

を
受
け
る
者
の
所
有
す
る
固
定

資
産
」
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
土
地
所
有
者
自

ら
が
行
う
花
壇
育
成
な
ど
景
観

配
慮
に
対
す
る
税
の
減
免
は
難

し
い
。

２
年
も
し
く
は
瀬
戸
芸
に
合
わ

せ
て
３
年
毎
に
し
た
上
で
成
果

を
検
証
し
、
さ
ら
に
内
心
で
は

事
業
実
施
能
力
を
持
つ
事
業
者

に
お
任
せ
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
方
向
性
を
う
か
が
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
事

業
は
「
町
民
の
、
芸
術
・
文
化

に
親
し
み
集
う
場
の
提
供
」
を

目
的
と
し
て
い
る
。
専
門
家
の

評
価
は
高
い
も
の
の
、
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
厳
し
い
意
見
が
、
ま

た
応
募
者
か
ら
は
制
作
期
間
が

　
　
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
大
地

震
が
近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
も
、
全

国
で
地
震
や
台
風
な
ど
多
く
の

自
然
災
害
が
発
生
、
家
屋
の
倒

壊
や
イ
ン
フ
ラ
の
破
壊
に
よ
り

多
く
の
人
々
が
避
難
所
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
国
も

過
去
の
教
訓
を
も
と
に
災
害
対

策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
も
平
成
28
年

に
は
避
難
所
の
良
好
な
避
難
所

運
営
を
実
施
す
る
た
め
、
開
設

か
ら
運
営
の
組
織
づ
く
り
、
設

営
の
訓
練
や
避
難
所
支
援
班
な

ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
の
お

考
え
や
、
避
難
所
の
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
設
置
の
そ
の
後
の
経

過
説
明
な
ど
本
町
の
お
考
え
を

う
か
が
い
た
い
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
は

現
在
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

宇
多
津
町
で
は
開
設
・
運
営
の

基
本
事
項
を
定
め
た
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

避
難
所
に
お
い
て
は
避
難
者
の

自
主
運
営
が
基
本
だ
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
中
心
と
な
る
の

は
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
の

会
長
な
ど
を
考
え
て
い
る
の
で
、

運
営
に
関
す
る
研
修
な
ど
に
も

取
り
組
み
た
い
。

　
業
務
継
続
計
画
の
中
で
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
も
引
き

続
き
調
査
し
た
い
。

厳
し
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
隔

年
や
三
年
毎
と
い
っ
た
こ
と
も

一
考
か
と
考
え
る
。
今
後
も
こ

の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
関
係

者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
よ

り
良
い
事
業
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
避
難
者
の
健
康
面

や
衛
生
面
か
ら
も
、
安
心
し
て

快
適
に
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
健
康
確

保
に
寄
与
す
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
普

及
を
推
進
し
被
災
時
に
お
い
て

も
快
適
な
生
活
環
境
確
保
の
必

要
性
を
確
認
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
に

ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
は
国
の
補
助
を
受

け
広
域
避
難
所
に
つ
な
が
る
汚

水
管
の
耐
震
化
計
画
を
立
て
て
、

今
年
か
ら
５
年
間
か
け
耐
震
化

工
事
を
実
施
し
、
平
成
33
年
度

に
設
置
す
る
計
画
で
進
め
て
い

る
。

　
　
　
　
町
長
の
施
政
方
針
に

も
「
古
い
歴
史
・
文
化
の
香
り

高
く
風
情
漂
う
街
並
み
の
特
性

を
活
か
す
」
と
あ
る
が
、
景
観

条
例
の
趣
旨
は
ま
さ
に
こ
こ
に

あ
る
。
規
制
を
か
け
る
以
上
、

行
政
の
責
務
と
し
て
の
手
を
打

つ
べ
き
。
例
え
ば
「
古
街
の
家
」

に
な
ら
っ
た
街
並
み
美
術
館
構

想
、
文
化
財
保
存
な
ど
発
展
的

に
展
開
す
る
素
地
は
十
分
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
か
つ
て
展
開
し
て

い
た
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に

は
、
限
ら
れ
た
一
部
の
地
域
で

の
実
施
に
つ
い
て
町
民
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
取
り
や
め
た
。

花
壇
の
設
置
な
ど
の
助
成
を
考

え
る
と
、
住
民
の
理
解
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
ご
提
案
の
あ

っ
た
「
今
昔
ロ
マ
ン
街
道
」
と

い
う
よ
う
な
一
つ
の
趣
旨
と
し

て
検
討
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
文
化
財
の
保
護
施
設
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
・
文
化

財
保
護
協
会
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
き
す
る
。
ま
た
、
街

並
み
保
存
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
を
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
。
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問問

谷
川
町
長

問 一
般
質
問

一
般
質
問

笠
井
税
務
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

谷
川
町
長

松
本
水
道
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
町
内
に
空
き
家
が
増
え
、

街
並
み
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
。
空

き
家
は
町
内
あ
ま
ね
く
あ
る
が

歴
史
を
醸
し
だ
す
旧
こ
ん
ぴ
ら

街
道
に
ま
ず
着
目
す
べ
き
。
町

は
景
観
条
例
の
規
制
で
、
住
民

に
は
景
観
保
持
に
協
力
を
要
請

し
な
が
ら
、
行
政
は
景
観
崩
壊

に
対
し
て
何
の
手
立
て
も
打
た

な
い
の
で
は
、
条
例
の
本
来
の

趣
旨
に
も
と
る
。
国
策
の
税
制

以
上
に
わ
が
町
で
は
景
観
醸
成

と
い
う
高
度
な
施
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
「
う
た
づ
ア
ー
ト
ア
ワ
ー

ド
事
業
」の
募
集
、審
査
な
ど
の

日
程
が
聞
こ
え
て
来
な
い
が
、

何
ら
か
の
方
向
転
換
が
な
さ
れ

た
の
か
。

　
私
は
、常
「々
身
の
丈
行
政
」

を
標
榜
し
て
お
り
、
内
心
で
は

街
並
み
景
観
と
空
き
家
対
策

花
壇
育
成
な
ど
の
固
定
資
産
に
対
す
る
税
の
減
免
は
難
し
い
／
税
務
課
長

青木　義勝　議員藍川  佳津樹　議員

「
う
た
づ
ア
ー
ト
ア
ワ
ー
ド
」
の
今
後

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、
よ
り
良
い
事
業
に
し
て
い
く
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
空
き
家
増
加

や
景
観
の
保
全
対
策
は
重
要
な

課
題
な
が
ら
、
税
の
減
免
は
公

平
性
の
観
点
か
ら
「
例
外
的
に

不
公
平
な
扱
い
を
正
当
化
す
る
」

こ
と
に
留
意
し
、
厳
正
な
判
断

を
必
用
と
す
る
。
町
税
条
例
で

も
「
貧
困
世
帯
で
公
私
の
扶
助

を
受
け
る
者
の
所
有
す
る
固
定

資
産
」
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
土
地
所
有
者
自

ら
が
行
う
花
壇
育
成
な
ど
景
観

配
慮
に
対
す
る
税
の
減
免
は
難

し
い
。

２
年
も
し
く
は
瀬
戸
芸
に
合
わ

せ
て
３
年
毎
に
し
た
上
で
成
果

を
検
証
し
、
さ
ら
に
内
心
で
は

事
業
実
施
能
力
を
持
つ
事
業
者

に
お
任
せ
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
方
向
性
を
う
か
が
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
事

業
は
「
町
民
の
、
芸
術
・
文
化

に
親
し
み
集
う
場
の
提
供
」
を

目
的
と
し
て
い
る
。
専
門
家
の

評
価
は
高
い
も
の
の
、
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
厳
し
い
意
見
が
、
ま

た
応
募
者
か
ら
は
制
作
期
間
が

　
　
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
大
地

震
が
近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
も
、
全

国
で
地
震
や
台
風
な
ど
多
く
の

自
然
災
害
が
発
生
、
家
屋
の
倒

壊
や
イ
ン
フ
ラ
の
破
壊
に
よ
り

多
く
の
人
々
が
避
難
所
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
国
も

過
去
の
教
訓
を
も
と
に
災
害
対

策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
も
平
成
28
年

に
は
避
難
所
の
良
好
な
避
難
所

運
営
を
実
施
す
る
た
め
、
開
設

か
ら
運
営
の
組
織
づ
く
り
、
設

営
の
訓
練
や
避
難
所
支
援
班
な

ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
の
お

考
え
や
、
避
難
所
の
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
設
置
の
そ
の
後
の
経

過
説
明
な
ど
本
町
の
お
考
え
を

う
か
が
い
た
い
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
は

現
在
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

宇
多
津
町
で
は
開
設
・
運
営
の

基
本
事
項
を
定
め
た
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

避
難
所
に
お
い
て
は
避
難
者
の

自
主
運
営
が
基
本
だ
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
中
心
と
な
る
の

は
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
の

会
長
な
ど
を
考
え
て
い
る
の
で
、

運
営
に
関
す
る
研
修
な
ど
に
も

取
り
組
み
た
い
。

　
業
務
継
続
計
画
の
中
で
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
も
引
き

続
き
調
査
し
た
い
。

厳
し
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
隔

年
や
三
年
毎
と
い
っ
た
こ
と
も

一
考
か
と
考
え
る
。
今
後
も
こ

の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
関
係

者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
よ

り
良
い
事
業
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
避
難
者
の
健
康
面

や
衛
生
面
か
ら
も
、
安
心
し
て

快
適
に
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
健
康
確

保
に
寄
与
す
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
普

及
を
推
進
し
被
災
時
に
お
い
て

も
快
適
な
生
活
環
境
確
保
の
必

要
性
を
確
認
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
に

ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
は
国
の
補
助
を
受

け
広
域
避
難
所
に
つ
な
が
る
汚

水
管
の
耐
震
化
計
画
を
立
て
て
、

今
年
か
ら
５
年
間
か
け
耐
震
化

工
事
を
実
施
し
、
平
成
33
年
度

に
設
置
す
る
計
画
で
進
め
て
い

る
。

　
　
　
　
町
長
の
施
政
方
針
に

も
「
古
い
歴
史
・
文
化
の
香
り

高
く
風
情
漂
う
街
並
み
の
特
性

を
活
か
す
」
と
あ
る
が
、
景
観

条
例
の
趣
旨
は
ま
さ
に
こ
こ
に

あ
る
。
規
制
を
か
け
る
以
上
、

行
政
の
責
務
と
し
て
の
手
を
打

つ
べ
き
。
例
え
ば
「
古
街
の
家
」

に
な
ら
っ
た
街
並
み
美
術
館
構

想
、
文
化
財
保
存
な
ど
発
展
的

に
展
開
す
る
素
地
は
十
分
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
か
つ
て
展
開
し
て

い
た
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に

は
、
限
ら
れ
た
一
部
の
地
域
で

の
実
施
に
つ
い
て
町
民
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
取
り
や
め
た
。

花
壇
の
設
置
な
ど
の
助
成
を
考

え
る
と
、
住
民
の
理
解
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
ご
提
案
の
あ

っ
た
「
今
昔
ロ
マ
ン
街
道
」
と

い
う
よ
う
な
一
つ
の
趣
旨
と
し

て
検
討
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
文
化
財
の
保
護
施
設
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
・
文
化

財
保
護
協
会
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
き
す
る
。
ま
た
、
街

並
み
保
存
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
を
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
。
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問問

中
村
住
民
生
活
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

山
下
総
務
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

笠
井
税
務
課
長

港　一紫　議員

　
　
　
　
指
定
避
難
所
に
避
難

行
動
要
支
援
者
の
代
替
的
整
備

は
。

　
　
　
　
災
害
に
よ
る
、
危
険

個
所
、
迂
回
路
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。

　
　
自
然
に
よ
り
災
害
の
発
生

の
可
能
性
が
生
じ
た
時
、
避
難

勧
告
や
指
示
が
発
令
さ
れ
な
く

て
も
指
定
避
難
所
に
自
主
的
に

集
ま
っ
て
来
る
。
す
ぐ
に
開
け

に
来
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、

鍵
を
隣
接
す
る
町
内
会
や
自
主

防
災
会
に
預
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
。
ま
た
、
食
料
飲
料

水
、
生
活
必
需
品
な
ど
を
各
指

定
避
難
所
に
あ
る
程
度
の
量
を

保
管
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
今
年
か
ら
新
し
い
医
療
費

控
除
制
度
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
定
義
に
よ
る
と
、
自
分

自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、

軽
度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で

手
当
て
す
る
こ
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

の
購
入
費
用
に
つ
い
て
所
得
控

災
害
備
蓄
品
の
管
理
分
散
化

備
蓄
品
は
指
定
避
難
所
３
施
設
に
配
置
す
る
／
危
機
管
理
課
長

医
療
費
控
除
の
特
例
は

自
主
服
薬
推
進
の
た
め
の
医
療
費
控
除
の
特
例
／
税
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
間
・

休
日
に
指
定
避
難
所
施
設
を
管

理
す
る
者
が
い
な
い
宇
多
津
小
、

北
小
、
中
学
校
に
お
い
て
近
隣

自
治
会
な
ど
の
方
に
鍵
の
保
管

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
備
蓄
分
散
化
は
教
育
委
員

会
と
協
議
を
行
い
、
各
指
定
避

難
所
３
施
設
に
配
置
す
る
こ
と

を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
支
援

者
に
対
し
て
は
優
先
し
て
室
内

に
避
難
し
て
い
た
だ
く
。
１
階

の
出
入
り
口
付
近
や
医
務
室
、

ト
イ
レ
に
も
近
く
、
日
当
た
り

や
換
気
が
よ
い
な
ど
配
慮
し
た

専
用
の
福
祉
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
。
介
護
用
品
は
順
次
備
蓄
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
研

修
で
一
部
の
防
災
組
織
が
避
難

所
ま
で
の
経
路
で
危
険
空
き
家
、

工
作
物
な
ど
の
倒
壊
を
検
証
し
、

避
難
経
路
を
最
低
２
か
所
考
え

て
い
る
。

除
し
、
膨
れ
上
が
っ
た
医
療
費

を
少
し
で
も
抑
制
し
て
い
く
た

め
の
特
例
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

制
度
の
仕
組
み
と
そ
の
目
的
、

ど
の
よ
う
な
医
薬
品
が
対
象
で

何
か
表
示
は
あ
る
の
か
。ま
た
、

現
行
の
制
度
と
新
た
な
特
例
制

度
と
の
関
係
は
。

　
　
平
成
29
年
２
月
24
日
か
ら

経
済
産
業
省
よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム

フ
ラ
イ
デ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
は
毎
月
月
末
の
金
曜
日
の

午
後
３
時
の
退
社
・
退
庁
を
推

進
す
る
も
の
で
、
町
と
し
て
実

施
し
て
い
く
も
の
な
の
か
。
総

合
的
に
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ

ー
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
「
野
良
犬
え
さ
や
り
撲
滅

ゾ
ー
ン
」
は
、
野
良
犬
の
減
少
、

地
域
の
安
全
対
策
と
し
て
設
定

さ
れ
る
。
宇
多
津
町
で
は
現
在
、

特
に
鍋
谷
、
十
楽
寺
地
区
か
ら

田
町
地
区
の
青
の
山
ふ
も
と
が

プ
レ
ミ
ア
ム 

フ
ラ
イ
デ
ー
の
実
施
を

職
員
と
話
し
合
い
な
が
ら
推
し
進
め
る
／
総
務
課
長

野
良
犬
え
さ
や
り
撲
滅
ゾ
ー
ン
設
置
は

実
効
性
の
あ
る
野
良
犬
対
策
に
努
め
る
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
宇
多
津
町
に

お
い
て
も
時
間
外
勤
務
の
縮
減

お
よ
び
年
次
有
給
休
暇
の
計
画

的
使
用
の
促
進
に
つ
い
て
な
ど

の
総
務
省
通
知
を
踏
ま
え
、
町

民
の
皆
様
や
関
係
機
関
な
ど
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

年
次
休
暇
の
取
得
に
よ
り
早
期

退
庁
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
楽
寺
、

鍋
谷
地
区
に
は
複
数
頭
の
野
犬

章
に
て
周
知
し
て
い
る
。
国
の

方
向
性
に
は
賛
同
す
る
が
、
ま

わ
り
の
環
境
に
許
さ
れ
る
範
囲

で
職
員
と
も
話
し
合
い
な
が
ら

推
し
進
め
た
い
。

が
お
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
安

全
確
保
の
観
点
や
、
朝
夕
の
遠

吠
え
の
苦
情
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
未
だ
に
特
定
で
き
て

い
な
い
『
え
さ
や
り
』
が
当
該

地
区
に
集
中
し
て
い
る
。
住
民

プレミアムフライデーのロゴマーク

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
は

適
切
な
健
康
管
理
の
下
で
、
医

療
用
医
薬
品
か
ら
の
代
替
を
進

め
る
観
点
か
ら
、
健
康
の
維
持

増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
の
た

め
の
一
定
の
取
組
み
を
行
う
個

人
に
対
す
る
所
得
税
、
個
人
住

民
税
の
医
療
費
控
除
の
特
例
と

し
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
国

大黒　一也　議員

「
野
良
犬
え
さ
や
り
撲
滅
ゾ
ー

ン
」
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
成
果
と
現
在
の
状
況
は
。

の
皆
様
方
の
協
力
を
得
な
が
ら

実
効
性
の
あ
る
野
良
犬
対
策
に

努
め
て
い
き
た
い
。

が
指
定
し
た
約
１
６
０
０
品
目

の
購
入
経
費
が
対
象
で
、
一
部

に
は
識
別
マ
ー
ク
や
レ
シ
ー
ト

へ
の
表
示
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
特
例
を
受
け
る
場
合
、

従
来
の
医
療
費
控
除
の
適
用
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
は…

処
方
箋
な

し
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
薬
局
で
直

接
購
入
で
き
る
医
薬
品
の
こ
と
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問問

中
村
住
民
生
活
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

山
下
総
務
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

笠
井
税
務
課
長

港　一紫　議員

　
　
　
　
指
定
避
難
所
に
避
難

行
動
要
支
援
者
の
代
替
的
整
備

は
。

　
　
　
　
災
害
に
よ
る
、
危
険

個
所
、
迂
回
路
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。

　
　
自
然
に
よ
り
災
害
の
発
生

の
可
能
性
が
生
じ
た
時
、
避
難

勧
告
や
指
示
が
発
令
さ
れ
な
く

て
も
指
定
避
難
所
に
自
主
的
に

集
ま
っ
て
来
る
。
す
ぐ
に
開
け

に
来
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、

鍵
を
隣
接
す
る
町
内
会
や
自
主

防
災
会
に
預
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
。
ま
た
、
食
料
飲
料

水
、
生
活
必
需
品
な
ど
を
各
指

定
避
難
所
に
あ
る
程
度
の
量
を

保
管
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
今
年
か
ら
新
し
い
医
療
費

控
除
制
度
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
定
義
に
よ
る
と
、
自
分

自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、

軽
度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で

手
当
て
す
る
こ
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

の
購
入
費
用
に
つ
い
て
所
得
控

災
害
備
蓄
品
の
管
理
分
散
化

備
蓄
品
は
指
定
避
難
所
３
施
設
に
配
置
す
る
／
危
機
管
理
課
長

医
療
費
控
除
の
特
例
は

自
主
服
薬
推
進
の
た
め
の
医
療
費
控
除
の
特
例
／
税
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
間
・

休
日
に
指
定
避
難
所
施
設
を
管

理
す
る
者
が
い
な
い
宇
多
津
小
、

北
小
、
中
学
校
に
お
い
て
近
隣

自
治
会
な
ど
の
方
に
鍵
の
保
管

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
備
蓄
分
散
化
は
教
育
委
員

会
と
協
議
を
行
い
、
各
指
定
避

難
所
３
施
設
に
配
置
す
る
こ
と

を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
支
援

者
に
対
し
て
は
優
先
し
て
室
内

に
避
難
し
て
い
た
だ
く
。
１
階

の
出
入
り
口
付
近
や
医
務
室
、

ト
イ
レ
に
も
近
く
、
日
当
た
り

や
換
気
が
よ
い
な
ど
配
慮
し
た

専
用
の
福
祉
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
。
介
護
用
品
は
順
次
備
蓄
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
研

修
で
一
部
の
防
災
組
織
が
避
難

所
ま
で
の
経
路
で
危
険
空
き
家
、

工
作
物
な
ど
の
倒
壊
を
検
証
し
、

避
難
経
路
を
最
低
２
か
所
考
え

て
い
る
。

除
し
、
膨
れ
上
が
っ
た
医
療
費

を
少
し
で
も
抑
制
し
て
い
く
た

め
の
特
例
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

制
度
の
仕
組
み
と
そ
の
目
的
、

ど
の
よ
う
な
医
薬
品
が
対
象
で

何
か
表
示
は
あ
る
の
か
。ま
た
、

現
行
の
制
度
と
新
た
な
特
例
制

度
と
の
関
係
は
。

　
　
平
成
29
年
２
月
24
日
か
ら

経
済
産
業
省
よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム

フ
ラ
イ
デ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
は
毎
月
月
末
の
金
曜
日
の

午
後
３
時
の
退
社
・
退
庁
を
推

進
す
る
も
の
で
、
町
と
し
て
実

施
し
て
い
く
も
の
な
の
か
。
総

合
的
に
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ

ー
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
「
野
良
犬
え
さ
や
り
撲
滅

ゾ
ー
ン
」
は
、
野
良
犬
の
減
少
、

地
域
の
安
全
対
策
と
し
て
設
定

さ
れ
る
。
宇
多
津
町
で
は
現
在
、

特
に
鍋
谷
、
十
楽
寺
地
区
か
ら

田
町
地
区
の
青
の
山
ふ
も
と
が

プ
レ
ミ
ア
ム 

フ
ラ
イ
デ
ー
の
実
施
を

職
員
と
話
し
合
い
な
が
ら
推
し
進
め
る
／
総
務
課
長

野
良
犬
え
さ
や
り
撲
滅
ゾ
ー
ン
設
置
は

実
効
性
の
あ
る
野
良
犬
対
策
に
努
め
る
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
宇
多
津
町
に

お
い
て
も
時
間
外
勤
務
の
縮
減

お
よ
び
年
次
有
給
休
暇
の
計
画

的
使
用
の
促
進
に
つ
い
て
な
ど

の
総
務
省
通
知
を
踏
ま
え
、
町

民
の
皆
様
や
関
係
機
関
な
ど
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

年
次
休
暇
の
取
得
に
よ
り
早
期

退
庁
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
楽
寺
、

鍋
谷
地
区
に
は
複
数
頭
の
野
犬

章
に
て
周
知
し
て
い
る
。
国
の

方
向
性
に
は
賛
同
す
る
が
、
ま

わ
り
の
環
境
に
許
さ
れ
る
範
囲

で
職
員
と
も
話
し
合
い
な
が
ら

推
し
進
め
た
い
。

が
お
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
安

全
確
保
の
観
点
や
、
朝
夕
の
遠

吠
え
の
苦
情
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
未
だ
に
特
定
で
き
て

い
な
い
『
え
さ
や
り
』
が
当
該

地
区
に
集
中
し
て
い
る
。
住
民

プレミアムフライデーのロゴマーク

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
は

適
切
な
健
康
管
理
の
下
で
、
医

療
用
医
薬
品
か
ら
の
代
替
を
進

め
る
観
点
か
ら
、
健
康
の
維
持

増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
の
た

め
の
一
定
の
取
組
み
を
行
う
個

人
に
対
す
る
所
得
税
、
個
人
住

民
税
の
医
療
費
控
除
の
特
例
と

し
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
国

大黒　一也　議員

「
野
良
犬
え
さ
や
り
撲
滅
ゾ
ー

ン
」
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
成
果
と
現
在
の
状
況
は
。

の
皆
様
方
の
協
力
を
得
な
が
ら

実
効
性
の
あ
る
野
良
犬
対
策
に

努
め
て
い
き
た
い
。

が
指
定
し
た
約
１
６
０
０
品
目

の
購
入
経
費
が
対
象
で
、
一
部

に
は
識
別
マ
ー
ク
や
レ
シ
ー
ト

へ
の
表
示
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
特
例
を
受
け
る
場
合
、

従
来
の
医
療
費
控
除
の
適
用
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
は…

処
方
箋
な

し
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
薬
局
で
直

接
購
入
で
き
る
医
薬
品
の
こ
と
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松
井
地
域
整
備
課
長

問問

和
田
学
校
教
育
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

笠
井
税
務
課
長

山
下
総
務
課
長

山
下
総
務
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
新
し
く
な
っ
て
も
役

場
は
３
か
所
に
分
か
れ
る
の
で

よ
り
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
近
い
形

に
、
ま
た
職
員
に
は
接
遇
の
研

修
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
今
ま
で
に
ど
れ
く
ら

い
の
利
用
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
明
け
に
は
、
庁
舎
耐
震

改
修
が
終
了
す
る
。
町
民
に
は

こ
の
間
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

た
。
ぜ
ひ
、
新
庁
舎
で
は
住
民

が
迷
わ
な
い
よ
う
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
担
当

者
が
受
付
に
来
て
く
れ
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
。
宇
多
津
町
で
は
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
大
変
好
評
で
、
町

長
が
住
民
ニ
ー
ズ
を
よ
く
把
握

し
て
お
ら
れ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
全
国
的
に
は
固
定
資
産
税

の
減
免
な
ど
を
し
て
人
口
増
を

目
指
す
自
治
体
が
多
い
。
新
婚

世
帯
家
賃
補
助
制
度
を
利
用
し

て
宇
多
津
町
に
住
ま
れ
た
方
が
、

家
を
建
て
る
時
に
な
っ
て
ほ
か

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

宇
多
津
町
に
適
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
え
て
い
る
／
総
務
課
長

新
婚
世
帯
家
賃
補
助
制
度
、
そ
の
後
は

税
の
公
平
性
か
ら
慎
重
な
検
討
が
必
要
／
税
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
た
め
に

１
．
わ
か
り
や
す
い
案
内
表
示

２
．
快
適
な
窓
口
の
環
境

３
．
わ
か
り
や
す
い
手
続
き

の
３
点
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
、
各
課
に
低
い
カ
ウ
ン

タ
ー
を
設
置
し
高
齢
者
な
ど
が

座
っ
て
手
続
き
や
相
談
が
で
き

る
よ
う
に
し
、
新
た
に
授
乳
室

や
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
。

本
館
１
階
に
は
総
合
案
内
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成

27
度
か
ら
の
事
業
で
、
現
在
１

０
０
世
帯
ほ
ど
が
活
用
さ
れ
て

い
る
。
28
年
度
か
ら
は
県
外
か

ら
の
移
住
に
県
か
ら
の
上
乗
せ

補
助
が
あ
り
、
そ
ち
ら
は
３
世

帯
が
利
用
し
て
い
る
。

終
日
配
置
し
、
証
明
書
の
発
行

を
簡
素
化
す
る
な
ど
「
証
明
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
」
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
全
国
的
に
は
、

定
住
の
た
め
の
支
援
と
し
て
税

を
軽
減
す
る
方
法
と
奨
励
金
・

助
成
金
を
交
付
す
る
方
法
が
混

在
し
て
い
る
。
仮
に
税
の
軽
減

　
　
宇
多
津
町
は
学
校
事
務
職

員
配
置
支
援
事
業
の
モ
デ
ル
校

と
な
っ
て
い
る
。
県
の
支
援
は

２
年
限
り
。
そ
の
後
、
市
町
に

は
国
か
ら
一
定
の
地
方
財
政
措

置
が
な
さ
れ
市
町
自
ら
の
経
費

負
担
に
よ
り
、
積
極
的
に
地
域

内
の
校
務
支
援
員
を
配
置
す
る

　
　
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
根

幹
は
細
川
家
、
松
平
家
と
三
河

地
方
の
武
士
政
治
の
影
響
を
多

分
に
受
け
た
。
三
河
武
士
の
ま

ち
づ
く
り
は
商
業
奨
励
。
中
で

も
魚
河
岸
、
魚
市
が
に
ぎ
わ
う

と
歴
史
か
ら
知
っ
て
い
た
。

　
先
頃
か
ら
関
東
の
水
産
業
関

連
の
バ
イ
ヤ
ー
が
本
町
の
漁
業

校
務
支
援
員
の
継
続
は

成
果
と
費
用
対
効
果
を
検
証
す
る
／
学
校
教
育
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県

教
育
委
員
会
の
モ
デ
ル
校
と
し

て
中
学
校
に
校
務
支
援
員
を
配

置
し
て
い
る
。
業
務
と
し
て
公

文
書
の
受
付
、
ア
ン
ケ
ー
ト
入

力
、
分
析
業
務
、
備
品
台
帳
の

電
子
化
業
務
、
電
話
対
応
等
で

あ
る
。
ま
た
印
刷
物
、
配
布
物

の
仕
分
け
な
ど
を
行
い
教
員
全

体
の
業
務
負
担
減
に
つ
な
が
っ

た
。
そ
の
結
果
、
教
員
が
生
徒

細
川
・
松
平
家
が
取
り
組
ん
だ
漁
業
奨
励
を
現
代
に

国
の
補
助
制
度
が
使
え
る
か
を
研
究
・
調
査
す
る
／
地
域
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
近
、

漁
協
関
係
者
か
ら
「
関
東
か
ら

バ
イ
ヤ
ー
が
来
て
お
り
、
水
産

事
を
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
も
本
町
独
自
の
校
務
支

援
員
に
相
当
す
る
職
員
を
配
置

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

の
漁
獲
を
調
査
し
て
い
る
情
報

を
ご
存
知
か
。
ま
た
、
水
産
業

の
６
次
産
業
化
や
特
産
物
、
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
関
し
て
た
ず

ね
る
。

加
工
場
を
考
え
て
い
る
」
と
町

に
相
談
が
あ
っ
た
。
現
在
の
状

況
は
、
国
の
補
助
を
利
用
し
て

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
国
の
補

助
制
度
の
研
究
・
調
査
が
必
要
。

こ
の
あ
た
り
の
資
料
が
出
て
く

れ
ば
、
国
や
県
な
ど
と
協
議
が

で
き
る
。

井上　弘治　議員

　
　
　
　
　
　
　
な
る
べ
く
担

当
者
を
呼
ぶ
よ
う
に
し
、
ど
う

し
て
も
そ
の
課
に
行
っ
て
い
た

だ
く
場
合
は
き
ち
ん
と
ご
案
内

す
る
。
接
遇
の
研
修
は
定
期
的

に
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

措
置
を
す
る
時
に
は
新
た
に
条

例
の
制
定
が
必
要
に
な
る
が
、

税
の
公
平
性
か
ら
考
え
て
も
難

し
い
。
奨
励
金
や
助
成
金
と
の

比
較
、
効
果
な
ど
に
つ
い
て
慎

重
な
検
討
が
必
要
。

の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
わ
な

い
た
め
に
も
、
新
築
住
宅
の
固

定
資
産
税
の
減
免
は
で
き
な
い

か
。

西本　祐子　議員

に
関
わ
る
時
間
が
増
加
で
き
た
。

こ
の
事
業
終
了
後
に
つ
い
て
も
、

制
度
の
趣
旨
か
ら
継
続
し
た
い

と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
も
う
１
年

成
果
を
踏
ま
え
、
費
用
対
効
を

再
検
証
し
検
討
す
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は…

住

民
が
総
合
窓
口
に
行
け
ば
担
当
者
が

出
向
い
て
く
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
１
か
所
で
受
け
ら
れ
る
。
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問問

松
井
地
域
整
備
課
長

問問

和
田
学
校
教
育
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

笠
井
税
務
課
長

山
下
総
務
課
長

山
下
総
務
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
新
し
く
な
っ
て
も
役

場
は
３
か
所
に
分
か
れ
る
の
で

よ
り
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
近
い
形

に
、
ま
た
職
員
に
は
接
遇
の
研

修
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
今
ま
で
に
ど
れ
く
ら

い
の
利
用
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
明
け
に
は
、
庁
舎
耐
震

改
修
が
終
了
す
る
。
町
民
に
は

こ
の
間
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

た
。
ぜ
ひ
、
新
庁
舎
で
は
住
民

が
迷
わ
な
い
よ
う
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
担
当

者
が
受
付
に
来
て
く
れ
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
。
宇
多
津
町
で
は
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
大
変
好
評
で
、
町

長
が
住
民
ニ
ー
ズ
を
よ
く
把
握

し
て
お
ら
れ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
全
国
的
に
は
固
定
資
産
税

の
減
免
な
ど
を
し
て
人
口
増
を

目
指
す
自
治
体
が
多
い
。
新
婚

世
帯
家
賃
補
助
制
度
を
利
用
し

て
宇
多
津
町
に
住
ま
れ
た
方
が
、

家
を
建
て
る
時
に
な
っ
て
ほ
か

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

宇
多
津
町
に
適
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
え
て
い
る
／
総
務
課
長

新
婚
世
帯
家
賃
補
助
制
度
、
そ
の
後
は

税
の
公
平
性
か
ら
慎
重
な
検
討
が
必
要
／
税
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
た
め
に

１
．
わ
か
り
や
す
い
案
内
表
示

２
．
快
適
な
窓
口
の
環
境

３
．
わ
か
り
や
す
い
手
続
き

の
３
点
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
、
各
課
に
低
い
カ
ウ
ン

タ
ー
を
設
置
し
高
齢
者
な
ど
が

座
っ
て
手
続
き
や
相
談
が
で
き

る
よ
う
に
し
、
新
た
に
授
乳
室

や
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
。

本
館
１
階
に
は
総
合
案
内
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成

27
度
か
ら
の
事
業
で
、
現
在
１

０
０
世
帯
ほ
ど
が
活
用
さ
れ
て

い
る
。
28
年
度
か
ら
は
県
外
か

ら
の
移
住
に
県
か
ら
の
上
乗
せ

補
助
が
あ
り
、
そ
ち
ら
は
３
世

帯
が
利
用
し
て
い
る
。

終
日
配
置
し
、
証
明
書
の
発
行

を
簡
素
化
す
る
な
ど
「
証
明
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
」
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
全
国
的
に
は
、

定
住
の
た
め
の
支
援
と
し
て
税

を
軽
減
す
る
方
法
と
奨
励
金
・

助
成
金
を
交
付
す
る
方
法
が
混

在
し
て
い
る
。
仮
に
税
の
軽
減

　
　
宇
多
津
町
は
学
校
事
務
職

員
配
置
支
援
事
業
の
モ
デ
ル
校

と
な
っ
て
い
る
。
県
の
支
援
は

２
年
限
り
。
そ
の
後
、
市
町
に

は
国
か
ら
一
定
の
地
方
財
政
措

置
が
な
さ
れ
市
町
自
ら
の
経
費

負
担
に
よ
り
、
積
極
的
に
地
域

内
の
校
務
支
援
員
を
配
置
す
る

　
　
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
根

幹
は
細
川
家
、
松
平
家
と
三
河

地
方
の
武
士
政
治
の
影
響
を
多

分
に
受
け
た
。
三
河
武
士
の
ま

ち
づ
く
り
は
商
業
奨
励
。
中
で

も
魚
河
岸
、
魚
市
が
に
ぎ
わ
う

と
歴
史
か
ら
知
っ
て
い
た
。

　
先
頃
か
ら
関
東
の
水
産
業
関

連
の
バ
イ
ヤ
ー
が
本
町
の
漁
業

校
務
支
援
員
の
継
続
は

成
果
と
費
用
対
効
果
を
検
証
す
る
／
学
校
教
育
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県

教
育
委
員
会
の
モ
デ
ル
校
と
し

て
中
学
校
に
校
務
支
援
員
を
配

置
し
て
い
る
。
業
務
と
し
て
公

文
書
の
受
付
、
ア
ン
ケ
ー
ト
入

力
、
分
析
業
務
、
備
品
台
帳
の

電
子
化
業
務
、
電
話
対
応
等
で

あ
る
。
ま
た
印
刷
物
、
配
布
物

の
仕
分
け
な
ど
を
行
い
教
員
全

体
の
業
務
負
担
減
に
つ
な
が
っ

た
。
そ
の
結
果
、
教
員
が
生
徒

細
川
・
松
平
家
が
取
り
組
ん
だ
漁
業
奨
励
を
現
代
に

国
の
補
助
制
度
が
使
え
る
か
を
研
究
・
調
査
す
る
／
地
域
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
近
、

漁
協
関
係
者
か
ら
「
関
東
か
ら

バ
イ
ヤ
ー
が
来
て
お
り
、
水
産

事
を
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
も
本
町
独
自
の
校
務
支

援
員
に
相
当
す
る
職
員
を
配
置

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

の
漁
獲
を
調
査
し
て
い
る
情
報

を
ご
存
知
か
。
ま
た
、
水
産
業

の
６
次
産
業
化
や
特
産
物
、
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
関
し
て
た
ず

ね
る
。

加
工
場
を
考
え
て
い
る
」
と
町

に
相
談
が
あ
っ
た
。
現
在
の
状

況
は
、
国
の
補
助
を
利
用
し
て

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
国
の
補

助
制
度
の
研
究
・
調
査
が
必
要
。

こ
の
あ
た
り
の
資
料
が
出
て
く

れ
ば
、
国
や
県
な
ど
と
協
議
が

で
き
る
。

井上　弘治　議員

　
　
　
　
　
　
　
な
る
べ
く
担

当
者
を
呼
ぶ
よ
う
に
し
、
ど
う

し
て
も
そ
の
課
に
行
っ
て
い
た

だ
く
場
合
は
き
ち
ん
と
ご
案
内

す
る
。
接
遇
の
研
修
は
定
期
的

に
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

措
置
を
す
る
時
に
は
新
た
に
条

例
の
制
定
が
必
要
に
な
る
が
、

税
の
公
平
性
か
ら
考
え
て
も
難

し
い
。
奨
励
金
や
助
成
金
と
の

比
較
、
効
果
な
ど
に
つ
い
て
慎

重
な
検
討
が
必
要
。

の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
わ
な

い
た
め
に
も
、
新
築
住
宅
の
固

定
資
産
税
の
減
免
は
で
き
な
い

か
。

西本　祐子　議員

に
関
わ
る
時
間
が
増
加
で
き
た
。

こ
の
事
業
終
了
後
に
つ
い
て
も
、

制
度
の
趣
旨
か
ら
継
続
し
た
い

と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
も
う
１
年

成
果
を
踏
ま
え
、
費
用
対
効
を

再
検
証
し
検
討
す
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は…

住

民
が
総
合
窓
口
に
行
け
ば
担
当
者
が

出
向
い
て
く
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
１
か
所
で
受
け
ら
れ
る
。
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問

松
井
地
域
整
備
課
長

問 一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
と

お
り
南
部
地
域
に
は
、
宅
地
分

譲
地
や
戸
建
住
宅
・
集
合
住
宅

な
ど
が
多
く
販
売
や
建
設
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
住
居
地

域
が
拡
大
し
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。
若
い
世
帯
の
人
口
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

子
ど
も
も
増
え
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
宇
多
津
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
公
園
案
内
に
は
22

か
所
の
公
園
が
あ
る
が
、
大
門

・
田
町
か
ら
南
部
地
域
に
は
１

か
所
だ
け
で
あ
る
。
町
内
全
体

を
見
て
も
あ
ま
り
に
も
、
偏
っ

て
公
園
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
子
ど
も
が
増
え

て
い
る
南
部
地
域
に
、
安
心
し

て
安
全
に
子
ど
も
が
遊
べ
る
公

園
が
必
要
だ
と
思
う
。
南
部
地

域
に
公
園
の
新
設
を
再
度
お
願

い
し
た
い
が
、
ど
の
よ
う
な
お

考
え
か
。 人

口
増
加
の
南
部
地
域
に
公
園
新
設
を

基
本
的
に
は
用
地
が
あ
る
と
こ
ろ
に
公
園
を
設
置
す
る
／
地
域
整
備
課
長

二
次
的
避
難
所
と
し
て
福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
要
支
援
対
象
者
の
研

修・避
難
訓
練
な
ど
の
計
画
は
。

ま
た
、
近
隣
施
設
と
の
連
携
を

図
っ
て
協
定
を
締
結
し
て
お
き
、

本
町
で
収
容
困
難
に
な
っ
た
場

合
に
協
力
体
制
を
整
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
の

公
園
の
内
、
都
市
公
園
に
位
置

付
け
さ
れ
て
い
る
公
園
は
19
か

所
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
大
橋
地

区
の
６
か
所
の
公
園
は
民
間
開

発
に
よ
り
、
開
発
許
可
要
件
の

中
で
民
間
が
設
置
し
、
そ
の
後

町
へ
移
管
さ
れ
た
公
園
で
あ
る
。

新
都
市
の
臨
海
公
園
、
中
央
公

園
、
１
号
公
園
か
ら
６
号
公
園

は
、
区
画
整
備
事
業
に
よ
り
設

置
、
平
山
公
園
は
国
有
地
を
、

網
の
浦
万
葉
公
園
は
町
営
住
宅

跡
地
を
活
用
し
設
置
さ
れ
た
公

園
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
用
地

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
公
園
を
設

置
し
て
き
た
の
で
、
位
置
の
偏

り
が
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
、

昨
年
４
月
の
熊
本
地
方
で
は
２

度
に
わ
た
る
地
震
が
発
生
し
、

死
傷
者
、
家
屋
の
倒
壊
、
長
期

避
難
生
活
に
よ
る
問
題
点
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
過
去
の

震
災
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い

る
の
か
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
一
般
の
避
難
所
に
収

容
で
き
な
く
支
援
が
必
要
な
障

害
者
、
高
齢
者
な
ど
収
容
す
る

福
祉
避
難
所
の
確
保
が
全
国
的

に
も
不
十
分
で
あ
る
。

　
宇
多
津
町
で
は
保
健
セ
ン
タ

ー
２
階
と
民
間
施
設
２
か
所
を

指
定
緊
急
避
難
場
所
に
し
て
い

る
が
収
容
定
員
50
名
で
は
対
応

困
難
で
あ
る
。

　
い
つ
、
熊
本
地
震
と
同
じ
よ

う
な
地
震
が
ど
こ
で
も
起
き
る

こ
と
を
理
解
し
、
地
域
の
防
災

大
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
対
応
策
は

力
を
高
め
る
と
共
に
福
祉
避
難

所
対
象
者
の
実
態
把
握
、
避
難

訓
練
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。
被

害
を
最
少
限
に
く
い
と
め
る
た

め
の
対
応
策
は
。

柴村　賢三　議員宮本　隆　議員

　
　
　
　
小
学
校
は
、
放
課
後

開
放
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
北
小
学
校
は
、

学
校
の
許
可
を
受
け
て
使
用
し
、

宇
多
津
小
学
校
は
子
ど
も
が
来

れ
ば
そ
の
ま
ま
使
用
さ
せ
て
い

る
。

　
　
　
　
以
前
公
共
の
更
地
を

利
用
し
公
園
の
設
置
を
検
討
し

た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

い
い
場
所
な
の
で
こ
の
用
地
の

今
後
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
手
が

い
る
こ
と
な
の
で
、
対
応
を
考

え
た
い
し
、
早
急
に
検
討
す
る

と
言
い
な
が
ら
検
討
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
ま
ず
、
何
ら
か
の

受
け
皿
を
確
保
し
考
え
て
い
き

た
い
。

木
下
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
の

発
生
な
ど
が
あ
る
場
合
は
福
祉

避
難
所
の
施
設
管
理
者
に
開
設

を
要
請
し
、
福
祉
避
難
所
が
二

次
的
避
難
所
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

開
設
期
間
は
災
害
発
生
日
か
ら

最
大
限
７
日
以
内
と
定
め
ら
れ

て
お
り
必
要
な
場
合
に
は
協
議

し
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
福
祉
避
難
所
対
象
者
の
把
握

は
毎
年
民
生
委
員
と
自
治
会
長

が
名
簿
確
認
会
で
意
見
交
換
し

て
実
態
把
握
し
て
い
る
。

木
下
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
訓

練
は
難
し
い
と
は
思
う
の
で
、

ま
ず
は
研
修
な
ど
で
啓
発
し
な

が
ら
出
来
る
こ
と
か
ら
実
施
し

い
く
。
ま
た
、
県
や
関
係
機
関

と
も
連
携
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

住宅取り壊し後の土地を利用した公園

防災訓練での車いす体験のようす
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問

松
井
地
域
整
備
課
長

問 一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
と

お
り
南
部
地
域
に
は
、
宅
地
分

譲
地
や
戸
建
住
宅
・
集
合
住
宅

な
ど
が
多
く
販
売
や
建
設
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
住
居
地

域
が
拡
大
し
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。
若
い
世
帯
の
人
口
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

子
ど
も
も
増
え
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
宇
多
津
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
公
園
案
内
に
は
22

か
所
の
公
園
が
あ
る
が
、
大
門

・
田
町
か
ら
南
部
地
域
に
は
１

か
所
だ
け
で
あ
る
。
町
内
全
体

を
見
て
も
あ
ま
り
に
も
、
偏
っ

て
公
園
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
子
ど
も
が
増
え

て
い
る
南
部
地
域
に
、
安
心
し

て
安
全
に
子
ど
も
が
遊
べ
る
公

園
が
必
要
だ
と
思
う
。
南
部
地

域
に
公
園
の
新
設
を
再
度
お
願

い
し
た
い
が
、
ど
の
よ
う
な
お

考
え
か
。 人

口
増
加
の
南
部
地
域
に
公
園
新
設
を

基
本
的
に
は
用
地
が
あ
る
と
こ
ろ
に
公
園
を
設
置
す
る
／
地
域
整
備
課
長

二
次
的
避
難
所
と
し
て
福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
要
支
援
対
象
者
の
研

修・避
難
訓
練
な
ど
の
計
画
は
。

ま
た
、
近
隣
施
設
と
の
連
携
を

図
っ
て
協
定
を
締
結
し
て
お
き
、

本
町
で
収
容
困
難
に
な
っ
た
場

合
に
協
力
体
制
を
整
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
の

公
園
の
内
、
都
市
公
園
に
位
置

付
け
さ
れ
て
い
る
公
園
は
19
か

所
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
大
橋
地

区
の
６
か
所
の
公
園
は
民
間
開

発
に
よ
り
、
開
発
許
可
要
件
の

中
で
民
間
が
設
置
し
、
そ
の
後

町
へ
移
管
さ
れ
た
公
園
で
あ
る
。

新
都
市
の
臨
海
公
園
、
中
央
公

園
、
１
号
公
園
か
ら
６
号
公
園

は
、
区
画
整
備
事
業
に
よ
り
設

置
、
平
山
公
園
は
国
有
地
を
、

網
の
浦
万
葉
公
園
は
町
営
住
宅

跡
地
を
活
用
し
設
置
さ
れ
た
公

園
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
用
地

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
公
園
を
設

置
し
て
き
た
の
で
、
位
置
の
偏

り
が
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
、

昨
年
４
月
の
熊
本
地
方
で
は
２

度
に
わ
た
る
地
震
が
発
生
し
、

死
傷
者
、
家
屋
の
倒
壊
、
長
期

避
難
生
活
に
よ
る
問
題
点
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
過
去
の

震
災
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い

る
の
か
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
一
般
の
避
難
所
に
収

容
で
き
な
く
支
援
が
必
要
な
障

害
者
、
高
齢
者
な
ど
収
容
す
る

福
祉
避
難
所
の
確
保
が
全
国
的

に
も
不
十
分
で
あ
る
。

　
宇
多
津
町
で
は
保
健
セ
ン
タ

ー
２
階
と
民
間
施
設
２
か
所
を

指
定
緊
急
避
難
場
所
に
し
て
い

る
が
収
容
定
員
50
名
で
は
対
応

困
難
で
あ
る
。

　
い
つ
、
熊
本
地
震
と
同
じ
よ

う
な
地
震
が
ど
こ
で
も
起
き
る

こ
と
を
理
解
し
、
地
域
の
防
災

大
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
対
応
策
は

力
を
高
め
る
と
共
に
福
祉
避
難

所
対
象
者
の
実
態
把
握
、
避
難

訓
練
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。
被

害
を
最
少
限
に
く
い
と
め
る
た

め
の
対
応
策
は
。

柴村　賢三　議員宮本　隆　議員

　
　
　
　
小
学
校
は
、
放
課
後

開
放
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
北
小
学
校
は
、

学
校
の
許
可
を
受
け
て
使
用
し
、

宇
多
津
小
学
校
は
子
ど
も
が
来

れ
ば
そ
の
ま
ま
使
用
さ
せ
て
い

る
。

　
　
　
　
以
前
公
共
の
更
地
を

利
用
し
公
園
の
設
置
を
検
討
し

た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

い
い
場
所
な
の
で
こ
の
用
地
の

今
後
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
手
が

い
る
こ
と
な
の
で
、
対
応
を
考

え
た
い
し
、
早
急
に
検
討
す
る

と
言
い
な
が
ら
検
討
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
ま
ず
、
何
ら
か
の

受
け
皿
を
確
保
し
考
え
て
い
き

た
い
。

木
下
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
の

発
生
な
ど
が
あ
る
場
合
は
福
祉

避
難
所
の
施
設
管
理
者
に
開
設

を
要
請
し
、
福
祉
避
難
所
が
二

次
的
避
難
所
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

開
設
期
間
は
災
害
発
生
日
か
ら

最
大
限
７
日
以
内
と
定
め
ら
れ

て
お
り
必
要
な
場
合
に
は
協
議

し
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
福
祉
避
難
所
対
象
者
の
把
握

は
毎
年
民
生
委
員
と
自
治
会
長

が
名
簿
確
認
会
で
意
見
交
換
し

て
実
態
把
握
し
て
い
る
。

木
下
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
訓

練
は
難
し
い
と
は
思
う
の
で
、

ま
ず
は
研
修
な
ど
で
啓
発
し
な

が
ら
出
来
る
こ
と
か
ら
実
施
し

い
く
。
ま
た
、
県
や
関
係
機
関

と
も
連
携
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

住宅取り壊し後の土地を利用した公園

防災訓練での車いす体験のようす



ホテルサンルート瀬戸大橋１階に
置かれたレンタサイクル

トイレ前の『トグル』 キッズコーナー明るくなったロビー

1819 宇多津町議会だより No.63宇多津町議会だより No.63

政
務
活
動
費

追
跡
調
査

追跡調査追跡調査

電動レンタサイクルの設置電動レンタサイクルの設置

５月８日、庁舎本館がリニューアル・オープン５月８日、庁舎本館がリニューアル・オープン

（平成28年度分）

政務活動費はこのように使われています
政務活動費とは・・・地方議員が調査研究などの活動に必要な経費として使えるものです。
研修やセミナーの参加費・交通費・宿泊費のほか書籍代などが認められています。宇多津町
議会では一人あたり年間15万円までです。仮払いはなく、すべて領収書を添付する清算払
いにより実費を支払っています。

議員氏名 内 容（活動月・場所） 精算額総　額

・日本自治創造学会　研究大会           （５月･東京）
・コンパクトタウン議会サミット        （５月･山口）
・市町村議会議員特別セミナー           （11月･滋賀）
・書籍「地方自治自立へのシナリオ」ほか

30,805円
25,780円

港　　一紫
        　 3万  805円

大黒　一也
　　 　  5万6,585円

井上　弘治
            9万3,505円

西本　祐子
　　    14万  335円

濵中　保夫
　　      9万8,645円

柴村　賢三
        　 3万  805円

宮本　　隆
         13万3,749円

大松　喜次郎
         12万7,415円

青木　義勝
        　 3万  805円

藍川　佳津樹
         14万9,520円

・コンパクトタウン議会サミット 　　 （５月･山口）

・コンパクトタウン議会サミット  　　（５月･山口）
・市町村議会議員特別セミナー  　　　（11月･滋賀）

・コンパクトタウン議会サミット 　　 （５月･山口）
・産学官交流研究会　　　　　　　　  （９月･福岡）
・グリーンイノベーションセミナー  （２月･神奈川）

・日本自治創造学会　研究大会           （５月･東京）
・コンパクトタウン議会サミット        （５月･山口）
・地方議会研究所・広報セミナー        （２月･京都）
・書籍「よくわかる社会生活六法」

・コンパクトタウン議会サミット        （５月･山口）
・地方議員研究会主催研修                 （11月･東京）

・コンパクトタウン議会サミット        （５月･山口）

・コンパクトタウン議会サミット        （５月･山口）
・地方議会研究フォーラム　　        　（７月･東京）
・市町村議会議員特別セミナー           （11月･滋賀）

・コンパクトタウン議会サミット        （５月･山口）
・地方議会総合研究所セミナー           （７月･京都）
・市町村議会議員特別セミナー 　       （11月･滋賀）
・議員職員のための政策立案              （１月･京都）

・コンパクトタウン議会サミット        （５月･山口）

63,240円
30,805円
25,780円
29,695円

30,805円

30,805円
71,130円
25,480円

30,805円
43,364円
25,780円
33,800円

30,805円

30,805円
67,840円

54,730円
30,805円
43,800円
11,000円

30,805円
28,040円
34,660円

30,805円

　宇多津町では、前年度の予算で電動レンタサイクルの設置を掲げていました。これは、町

内の観光施設などを訪れる観光客の利便性と回遊性の向上を図る目的でした。しかし、前年

度中に貸し出しができなかった理由の一つには、設置場所の選定に苦慮したことが挙げられ

ます。駅を含む駅周辺と古街エリアに設置することを決めた後、関係者と協議を進めていま

した。レンタサイクル事業という新規事業を実施するには、設置場所、受付体制、導入後の

メンテナンス、貸出時間、料金、保険などさまざまな項目を決めていく必要がありました。

　最終的には、駅前のホテルと「古街の家」で実施されることになり、貸し出しや管理も請

け負ってくれました。また、自転車のメンテナンスについては、それぞれ近くの自転車販売

店２店舗に委託することになり、多くの関係者の協

力により実現されました。

　いよいよ４月１日から運用を開始しています。駅

前の５台は赤色、「古街の家」の５台は青色です。

貸し出し時間は午前7時～午後7時、料金は一日

700円で申請時に免許証などの身分証明書の提示が

必要となります。たくさんの観光客が利用されるこ

とを期待しています。

　一足お先に、庁舎本館を見に行きました。まず、中に入って驚いたのは「明るい」こと。
壁を白くしてLEDライトにするだけでこんなに明るくなるなんて驚きです。キッズコーナ
ーや低いカウンターが設置されるので、より開放感のある、親しみやすい印象に変わること
間違いなしです。もちろん『トグル』と呼ばれる筋交いがあちこちに入れられているのが見
えますが、それこそがむしろ「安心・安全」の証なのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フロアーの床も落ち着いた色に張り替えられて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いますし、トイレもバリアフリーできれいにリニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ューアル。みなさんもぜひ一度、ご来庁ください。

いよいよ、開始

チェックしました



ホテルサンルート瀬戸大橋１階に
置かれたレンタサイクル

トイレ前の『トグル』 キッズコーナー明るくなったロビー
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追跡調査追跡調査

電動レンタサイクルの設置電動レンタサイクルの設置

５月８日、庁舎本館がリニューアル・オープン５月８日、庁舎本館がリニューアル・オープン

（平成28年度分）

政務活動費はこのように使われています
政務活動費とは・・・地方議員が調査研究などの活動に必要な経費として使えるものです。
研修やセミナーの参加費・交通費・宿泊費のほか書籍代などが認められています。宇多津町
議会では一人あたり年間15万円までです。仮払いはなく、すべて領収書を添付する清算払
いにより実費を支払っています。

議員氏名 内 容（活動月・場所） 精算額総　額

・日本自治創造学会　研究大会           （５月･東京）
・コンパクトタウン議会サミット        （５月･山口）
・市町村議会議員特別セミナー           （11月･滋賀）
・書籍「地方自治自立へのシナリオ」ほか

30,805円
25,780円

港　　一紫
        　 3万  805円

大黒　一也
　　 　  5万6,585円

井上　弘治
            9万3,505円

西本　祐子
　　    14万  335円

濵中　保夫
　　      9万8,645円

柴村　賢三
        　 3万  805円

宮本　　隆
         13万3,749円

大松　喜次郎
         12万7,415円

青木　義勝
        　 3万  805円

藍川　佳津樹
         14万9,520円

・コンパクトタウン議会サミット 　　 （５月･山口）

・コンパクトタウン議会サミット  　　（５月･山口）
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・コンパクトタウン議会サミット        （５月･山口）

63,240円
30,805円
25,780円
29,695円

30,805円

30,805円
71,130円
25,480円

30,805円
43,364円
25,780円
33,800円

30,805円

30,805円
67,840円

54,730円
30,805円
43,800円
11,000円

30,805円
28,040円
34,660円

30,805円

　宇多津町では、前年度の予算で電動レンタサイクルの設置を掲げていました。これは、町
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700円で申請時に免許証などの身分証明書の提示が

必要となります。たくさんの観光客が利用されるこ

とを期待しています。

　一足お先に、庁舎本館を見に行きました。まず、中に入って驚いたのは「明るい」こと。
壁を白くしてLEDライトにするだけでこんなに明るくなるなんて驚きです。キッズコーナ
ーや低いカウンターが設置されるので、より開放感のある、親しみやすい印象に変わること
間違いなしです。もちろん『トグル』と呼ばれる筋交いがあちこちに入れられているのが見
えますが、それこそがむしろ「安心・安全」の証なのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フロアーの床も落ち着いた色に張り替えられて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いますし、トイレもバリアフリーできれいにリニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ューアル。みなさんもぜひ一度、ご来庁ください。

いよいよ、開始

チェックしました
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がんばっとるでぇ～！がんばっとるでぇ～！

　年４回の「議会だより」の感想やアンケートに郵送でお答えいただくほ

か、年１､２回程度の座談会に出席いただける町内在住の方なら、年齢・

性別は問いません。ぜひ、みなさまのご意見をお聞かせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（薄謝進呈）

　お申し込みは　49－8014（議会事務局）
　ファックス番号49－8017、メールは gikai@town.utazu.kagawa.jp
　住所・氏名・年代・性別をご記入ください。

　（応募者多数の場合は、地域、年齢、性別を考慮することがあります）　

　申し込み期間・・・平成29年５月８日～５月31日　

　モニター期間・・・平成29年８月１日～平成30年７月31日

　子育て世帯が多い宇多津町ですが、小さいお子さんのいる家庭は地域の防災訓練
などにはなかなか参加できません。そこで、防災に少し縁遠いママ向けの「防災マ
マカフェ」が、県内で初めて町の主催で開催されました。講師は千葉県で「防災マ
マカフェ」を主宰する『かもん まゆ』さん。かもんさんは３人のお子さんの母親で
もあり、東北大震災の後、ママたちの支援を通していろんな声を聴き、全国各地で
講演を続けておられます。その中で、ママや子どもたちに、日ごろからの準備や生
き延びるためのヒントを伝えています。講演の後には、缶詰のパンや火を使わない
で調理したピラフなどの試食があり、子どもたちも美味しそうに食べていました。

　YKK AP四国製造所は昭和47年（1972年）、宇多津町吉田に四国で初めてYKK
（現YKK AP）のアルミ建材工場として建設されました。ＹＫＫグループの企業活動には、創
業者 吉田忠雄氏の「他人の利益を図らずして自らの繁栄はない」という『善の巡環』の精
神が貫かれています。当時、富山県からも多くの社員が転任しましたが「骨を埋める覚悟
で行け。」と言われたそうで、地元の祭りやイベントにも積極的に参加し、それは現在も
受け継がれています。また、当時は町内に社宅も建設され、たくさんの子どもたちとその
家族は地域になくてはならない存在になりました。
　本業を通じた地域社会貢献はもちろん、次世代教育支援や地域の活性化、国際交流のバ
ックアップなど、さまざまな活動にも積極的に取り組んでいます。

　宇多津町にある福祉施設をはじめ県内５か所の施設に、毎年花の苗木500鉢を地域
貢献と友好の輪を結ぶために届けています。「どんな環境にも負けず、大きくすくす
くと育ってほしい」との願いを込めて、職員や施設の方々と一緒に苗木をプランター
へ植え替える作業も行います。プランターの花が満開になることを願って植えるのは
とても楽しいひとときです。また、町内の公園などの清掃や宇多津駅北側の花壇作り
のほか「歩天」などのイベントでは育てた花の苗木を来場者に配り、喜ばれています。

　今年度の議会報告会は６月の
開催を予定しています。
　町の広報、ホームページ、フ
ェイスブックなどでご確認くだ
さい。

議会報告会のお知らせ議会報告会のお知らせ

「議会だより」モニター募集

始まったでぇ〜！防災ママカフェ

1 避難する時は途中で引き返さないこと。
2 非常食は必ず事前に子どもに試食させておくこと。
3 避難所ではオムツやミルクは足りないので、準備しておくこと。
4 簡易トイレはいざと言う時のため、子どもに体験させておくこと。

非常食のパンを美味しそうに食べる子どもたち かもんまゆさんの話を聞く非常食のパンを美味しそうに食べる子どもたち かもんまゆさんの話を聞く

イベントの来場者に苗木を無料配布イベントの来場者に苗木を無料配布

町内の公園の清掃町内の公園の清掃

福祉施設に苗木をプレゼント福祉施設に苗木をプレゼント

「防災ママカフェ」主催の
『かもん　まゆ』さん

地域社会とともに歩むＹＫＫ ＡＰ地域社会とともに歩むＹＫＫ ＡＰ

人の心にも花を咲かせたい人の心にも花を咲かせたい

　
　現在、国がその費用の一部について支援する
補助制度があります。良質な既存住宅の購入、
住宅のエコリフォーム、エコ住宅への建替えで
すが、補助を受けるためには要件があります。
詳しくは「住宅ストック循環支援事業事務局ＨＰ」

～エコな住宅を応援します！～

YKK AP四国製造所
　窓・住宅用品、ドア商品、アルミ型材製品などを生産す
る工場です。関西・中国・四国で唯一のアルミ型材一貫生
産工場でもあり、広く高品質な製品を供給しています。
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がんばっとるでぇ～！がんばっとるでぇ～！

　年４回の「議会だより」の感想やアンケートに郵送でお答えいただくほ

か、年１､２回程度の座談会に出席いただける町内在住の方なら、年齢・

性別は問いません。ぜひ、みなさまのご意見をお聞かせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（薄謝進呈）

　お申し込みは　49－8014（議会事務局）
　ファックス番号49－8017、メールは gikai@town.utazu.kagawa.jp
　住所・氏名・年代・性別をご記入ください。

　（応募者多数の場合は、地域、年齢、性別を考慮することがあります）　

　申し込み期間・・・平成29年５月８日～５月31日　

　モニター期間・・・平成29年８月１日～平成30年７月31日

　子育て世帯が多い宇多津町ですが、小さいお子さんのいる家庭は地域の防災訓練
などにはなかなか参加できません。そこで、防災に少し縁遠いママ向けの「防災マ
マカフェ」が、県内で初めて町の主催で開催されました。講師は千葉県で「防災マ
マカフェ」を主宰する『かもん まゆ』さん。かもんさんは３人のお子さんの母親で
もあり、東北大震災の後、ママたちの支援を通していろんな声を聴き、全国各地で
講演を続けておられます。その中で、ママや子どもたちに、日ごろからの準備や生
き延びるためのヒントを伝えています。講演の後には、缶詰のパンや火を使わない
で調理したピラフなどの試食があり、子どもたちも美味しそうに食べていました。

　YKK AP四国製造所は昭和47年（1972年）、宇多津町吉田に四国で初めてYKK
（現YKK AP）のアルミ建材工場として建設されました。ＹＫＫグループの企業活動には、創
業者 吉田忠雄氏の「他人の利益を図らずして自らの繁栄はない」という『善の巡環』の精
神が貫かれています。当時、富山県からも多くの社員が転任しましたが「骨を埋める覚悟
で行け。」と言われたそうで、地元の祭りやイベントにも積極的に参加し、それは現在も
受け継がれています。また、当時は町内に社宅も建設され、たくさんの子どもたちとその
家族は地域になくてはならない存在になりました。
　本業を通じた地域社会貢献はもちろん、次世代教育支援や地域の活性化、国際交流のバ
ックアップなど、さまざまな活動にも積極的に取り組んでいます。

　宇多津町にある福祉施設をはじめ県内５か所の施設に、毎年花の苗木500鉢を地域
貢献と友好の輪を結ぶために届けています。「どんな環境にも負けず、大きくすくす
くと育ってほしい」との願いを込めて、職員や施設の方々と一緒に苗木をプランター
へ植え替える作業も行います。プランターの花が満開になることを願って植えるのは
とても楽しいひとときです。また、町内の公園などの清掃や宇多津駅北側の花壇作り
のほか「歩天」などのイベントでは育てた花の苗木を来場者に配り、喜ばれています。

　今年度の議会報告会は６月の
開催を予定しています。
　町の広報、ホームページ、フ
ェイスブックなどでご確認くだ
さい。

議会報告会のお知らせ議会報告会のお知らせ

「議会だより」モニター募集

始まったでぇ〜！防災ママカフェ

1 避難する時は途中で引き返さないこと。
2 非常食は必ず事前に子どもに試食させておくこと。
3 避難所ではオムツやミルクは足りないので、準備しておくこと。
4 簡易トイレはいざと言う時のため、子どもに体験させておくこと。

非常食のパンを美味しそうに食べる子どもたち かもんまゆさんの話を聞く非常食のパンを美味しそうに食べる子どもたち かもんまゆさんの話を聞く

イベントの来場者に苗木を無料配布イベントの来場者に苗木を無料配布

町内の公園の清掃町内の公園の清掃

福祉施設に苗木をプレゼント福祉施設に苗木をプレゼント

「防災ママカフェ」主催の
『かもん　まゆ』さん

地域社会とともに歩むＹＫＫ ＡＰ地域社会とともに歩むＹＫＫ ＡＰ

人の心にも花を咲かせたい人の心にも花を咲かせたい

　
　現在、国がその費用の一部について支援する
補助制度があります。良質な既存住宅の購入、
住宅のエコリフォーム、エコ住宅への建替えで
すが、補助を受けるためには要件があります。
詳しくは「住宅ストック循環支援事業事務局ＨＰ」

～エコな住宅を応援します！～

YKK AP四国製造所
　窓・住宅用品、ドア商品、アルミ型材製品などを生産す
る工場です。関西・中国・四国で唯一のアルミ型材一貫生
産工場でもあり、広く高品質な製品を供給しています。
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　宇多津町に住む子どもを中心に４才～小学６年生46名
（2017.3/1 現在）が、毎週火曜日または木曜日に宇多津
オッペンカルチャークラブで練習しています。レッスンは
週に１回ですが、子どもたちは家でも毎日練習しているそ
うです。また、歩天うたづ、うたづアロハナイト、うたづ
秋の大収穫祭、宇多津町文化祭、海ホタルクリスマスイベ
ントなど四季折々の地域のイベントステージでも活躍して
います。
　昨年12月にはユープラザうたづで「KIDS   DANCE
PARTY｣を開催し、｢宇多津町｣をテーマにしたメッセー
ジリレーやダンスを通じて町の魅力を発信しました。

・
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）
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人
）
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た
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は
？

指導：高橋 康子さん
キッズダンス講座
インストラクター

２月のミニ芸能祭でも華麗なダンスを披露

ユープラザうたづでの「KIDS DANCE PARTY」では
うーみんとゆーみんも参加しました

木曜日クラスの３～６年生

写真を使って説明する子どもたち①質問内容　②感想

練習でも衣装を着けて踊ると気が引き締まるのだとか

「ダンスを通して子どもたちの純粋
な心と健全な体を育てること」を目
的に指導しています。音を聞く力、
振りを覚える力、表現すること、人
と協力して作り上げることなどダン
スを通じてたくさんのことを学べま
す。柔軟性を高めるためには日々の
少しずつの努力が必要で、子どもた
ちは日々自分の体で変化を感じなが
ら自由自在にコントロールできるよ
うになっていきます。
「体が変わると心が変わる。心が変
わると自分が変わる。」
ダンスを通じて自然な笑顔の子ども
たちの輪が広がるといいなと思って
います。

子 ど も 議 会特 集

　恒例の「子ども議会」は2月13日に開催され、庁舎耐震改修工事中のため保健センター
の仮議場を使用しました。日頃から催しで使っている場所だったこともあり、いつものよ
うな緊張感は感じられませんでした。それでも、各校とも自分たちに関係する身近な問題
をパワーポイントやグラフを使うなど工夫をこらして質問をしていました。ほとんどの子
ども議員は、練習通りに上手くできたようで、終わると笑みがこぼれていました。

《宇多津中学校》
①本校の通学時の交通事故が増えている。交通安全表示を増やし、新たな標識と意識を高める掲示
　板の設置やトリックアートなどを活用してはどうか。
②・役場の人が真剣に答えてくれたのでうれしかった。
　・問題を見つけて解決方法までも探せるようにしたい。
　・分かりやすい答弁で、解決できる日が目に見えた気分になった。
　・いろいろな意見が聞けてよかった。

《宇多津小学校》
①町内に住む外国人が増えている。「外国人に優しいまちづくり」のために、祭りやおひなさんな
　どの文化を知ってもらう交流の場をつくってはどうか。
②・政治に参加できてよかった。
　・他の学校の意見を聞けて面白かった。
　・こんなにすごいことに参加できていることにビックリした。
　・よい体験ができたし、役場で働いている人のすごさも分かった。

《宇多津北小学校》
①付近に公園が多いが「あらゆる世代の人が集まる公園」にするために、トイレをきれいに明るく
　し、ごみ箱やその公園ならではの遊具の設置をしてほしい。
②・実際の議会のようで、貴重な体験ができた。
　・思いを伝えられたので、これからが楽しみだ。
　・議会の大切さがよく分かった。
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子
ど
も
議
会

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜
！

応援しょうでぇ～！
うたづっ子
オッ☆ペンキッズ
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オッペンカルチャークラブで練習しています。レッスンは
週に１回ですが、子どもたちは家でも毎日練習しているそ
うです。また、歩天うたづ、うたづアロハナイト、うたづ
秋の大収穫祭、宇多津町文化祭、海ホタルクリスマスイベ
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・
幼
児
期
　
（
４
人
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・
１
、
２
年
（
４
人
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・
３
、
４
年
（
３
人
）

・
ダ
ン
ス
を
見
て
　
　
（
９
人
）

・
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
（
３
人
）

い
つ
か
ら
始
め
た
の
？

始
め
た
き
っ
か
け
は
？
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②・政治に参加できてよかった。
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①付近に公園が多いが「あらゆる世代の人が集まる公園」にするために、トイレをきれいに明るく
　し、ごみ箱やその公園ならではの遊具の設置をしてほしい。
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私
た
ち
は
『
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
』
『
食
改
さ
ん
』
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い

る
団
体
で
、
正
式
に
は
『
宇
多
津
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
』
と
い

う
名
称
で
す
。「
私
た
ち
の
健
康
は
、私
達
の
手
で
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
生
活
の
定
着
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
国
１
４
１
１
の
自

治
体
で
約
17
万
人
の
会
員
が
活
動
し
、
宇
多
津
町
で
は
平
成
28
年
度
現

在
48
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
11
月
23
日
の
『
健
康
ま
つ
り
』
で
は
、
適
塩
な
味
噌
汁
の
試
飲

や
理
想
的
な
朝
食
の
展
示
、
一
日
に
必
要
な

野
菜
量
の
計
測
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
小
学
生
や
未
就
園
児

の
親
子
を
対
象
に
『
親
子
料
理
教
室
』
を
行

い
、
幼
児
期
か
ら
の
食
育
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
親
子
で
楽
し
く
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
子
ど
も
も
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
、

ピ
ー
ラ
ー
や
包
丁
な
ど
を
使
い
、
気
を
つ
け

な
が
ら
調
理
し
ま
す
。
「
ワ
ク
ワ
ク
し
て
楽

し
か
っ
た
」
と
毎
年
参
加
し
て
く
れ
る
親
子

も
い
る
ほ
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
75
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
し
た
『
ふ
れ
あ
い
交
流
会
』
も

高
齢
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
に
は
今
ま
で
の
活
動
を
認
め
ら
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
の
団
体
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
一
層
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

一
般
の
方
を
対
象
に
『
い
き
い
き
栄
養
教
室
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は「
み
な
さ
ん
の
声
」

で
交
通
安
全
指
導
員
さ
ん
に

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写

真
を
撮
る
た
め
に
早
起
き
を

し
て
約
束
の
時
間
よ
り
早
め

に
着
い
た
の
で
す
が
、
す
で

に
お
二
人
と
も
来
ら
れ
て
い

て
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
え
だ
す
と
、
体
を
張
っ

て
横
断
さ
せ
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
に
は
歩
道
か
ら
あ
ふ
れ
る

子
ど
も
た
ち
を
並
ば
せ
る
の

に
も
ひ
と
苦
労
。
に
こ
や
か

に
挨
拶
を
し
な
が
ら
、
命
を

守
っ
て
く
だ
さ
る
姿
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
西
本
　
祐
子

親子料理教室で包丁を使う子どもたちお父さんも手際よく…。男性料理教室にて

「
交
通
安
全
指
導
員
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ん
の
声

うたづ議会だより
2017

5.１
第63号
香川県宇多津町

今年度の目玉施策
　　　   「オッ☆ペンキッズ」
元気ななかま「食生活改善推進協議会」
みなさんの声「交通安全指導員さん」　　　  

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

24

23

24

２

し
ょ
っ
か
い

り
っ
し
ょ
う

　
入
学
式
か
ら
少
し
時
間
も
過

ぎ
ま
し
た
が
、
新
入
生
の
み
な

さ
ん
は
学
校
に
は
慣
れ
た
で
し

ょ
う
か
。
私
た
ち
交
通
指
導
員

６
名
は
町
長
よ
り
任
命
さ
れ
、

交通安全指導員

玉井　真之さん

毎
月
数
回
２
名
１
組
で
町
内
７
か
所
に
立
っ
て
交
通
安
全
指

導
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
定
例
会
を
開
き
、
そ
の
月
の

立
哨
（
交
通
当
番
）
予
定
や
重
点
項
目
、
交
通
安
全
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回
の
町

主
催
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す
る
ほ
か
、
年
度

末
に
は
町
内
の
幼
稚
園
や
保
育
所
に
出
向
き
、
交
通
安
全
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
員
一
同
、
町
内
の
み
な
さ
ん
と

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
早

や
二
十
数
年
。
就
学
前
の
園
児

の
交
通
安
全
教
室
や
春
秋
の
交

通
安
全
週
間
に
参
加
し
、
毎
月

シ
フ
ト
に
沿
っ
て
午
前
７
時
〜

８
時
の
通
学
時
に
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ご
存
知
の
よ
う
に
香
川
県
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
ク
ラ
ス
の
交

通
事
故
の
多
い
県
で
す
。ま
ず
、「
信
号
を
守
ら
な
い
」「
車

間
距
離
が
短
い
」「
方
向
指
示
を
出
さ
な
い
か
、出
す
の
が
遅

い
」「
な
が
ら
運
転
」な
ど
な
ど
気
づ
い
た
こ
と
を
上
げ
れ
ば

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
宇
多
津
で
は
特
に
自
転
車
の
マ
ナ
ー

も
悪
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
も
一
人
一
人
が
常
に
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

交通安全指導員

小川 　洋子さん

中央保育所入所式　中央保育所入所式　
「今日から一緒に遊
ぼうね。」と年長
さんが歌やダンス
で歓迎しました。

「今日から一緒に遊
ぼうね。」と年長
さんが歌やダンス
で歓迎しました。
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